
神戸港・大阪港 コンテナターミナル
ゲートオープン時間拡大モデル事業

「コンテナ物流の総合的集中改革プログラム」の一環として実施されてきた、神戸港の特定コンテナターミ
ナルにおける貨物の搬出入時間拡大モデル事業が、港湾物流の高度化をはかる観点から、2010年３月よ
り神戸港の全コンテナターミナル及び大阪港Ｃ10～12のコンテナターミナルでの有料実施へと拡大され
た。その経緯と取り組みの内容について紹介する。

これまでの港湾の夜間早朝
利用の推進に関する動き

　港湾の夜間早朝利用に関しては、
これまで、民間事業者の取り組みと
して2001年４月の港運労使の合意に
基づき荷役が24時間化された。政府
の取り組みとしても2003年７月に税
関の執務時間外体制が整備されると
ともに、2004年７月に検疫の執務時
間の延長などが行われた。
　また近年では、アジア・ゲートウェ
イ戦略会議で2007年５月に策定され
た「アジア・ゲートウェイ構想」に「貿
易手続改革プログラム」が盛り込ま
れた。その具体的取り組みとして「港
湾の深夜早朝利用の推進」が位置
づけられている。これに基づき2008
年４月に税関の臨時開庁手数料の廃
止が行われた。
　さらに同年８月の貿易手続改革プ
ログラムフォローアップ会合において、
これまでの取り組みをふまえて「貿易
手続改革プログラム」が改定され、「港
湾の深夜早朝利用の推進」について
は、「具体的実施に向けた民間事業者
間の合意形成を促進し、３年程度の
社会実験を実施すべきとの意見もあ
ることから、長期間の社会実験の具
体的内容について検討を行い、一定
の結論を得ることをめざす」と、さら
なる推進をはかる方向性が示された。

各種モデル事業の推進

　このような港湾の夜間早朝利用の
推進をめぐる動きもふまえ、経済界
の要望への速やかな対応とアジアの
主要港を凌ぐコスト・サービス水準
の実現をめざして、次世代高規格コ
ンテナターミナルの形成など、関係
者が一丸となった施策が実施されて
いる。国土交通省では、経済団体や
港湾関係者との協働のもと、総合的
に効率化を推進しているスーパー中

枢港湾プロジェクトの充実・深化を
めざし、港湾を核とした物流を総合
的に改革していく先導的な官民協働
プロジェクトとして「コンテナ物流の
総合的集中改革プログラム」（図１）
を推進している。これは、コンテナ
ターミナルのゲートオープン時間の
拡大、内航フィーダーサービスの充
実など、具体的な目標（コスト・サー
ビスなど）を設定し、その達成に向け
官民一体となってモデル事業を推進
するという内容である。
　モデル事業は、関係者の長期的な

〈図１ コンテナ物流の総合的集中改革プログラム〉
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取り組みにより既存の物流システム
を改革することを目的に、2009年度
から３年間継続的に実施され、終了
時には、民間事業者により自立的・
継続的なビジネスが展開されること
をめざしている。

コンテナターミナル ゲート
オープン時間拡大モデル事業

　ゲートオープン時間拡大モデル事
業（表）については、2008年度より全
国に先駆け神戸港において実施した
社会実験等の結果をふまえ、利用企
業がロジスティクスの業務フローの
変更に踏み込める規模で実施すべ
く、2010年３月１日、従来の神戸港
のＰＣ14～18での実施から、神戸港
の全コンテナターミナルおよび大阪
港Ｃ10～12（夢洲ターミナル）での有
料実施へと拡大された（図２）。2012
年度以降は、コンテナターミナルに
よる自立事業として継続的に実施さ
れることをめざしている。本モデル
事業の実施に先立ち、当会は、企業
活動の効率化や利便性の向上をは
かるべく作業部会で意見反映に努め
るとともに、企業への周知などの支
援を行った。
　また、ゲートオープン時間拡大は、
現在選定が行われている「国際コン
テナ戦略港湾」のめざすべき姿にお
いても、「ゲートオープン時間拡大に
よる24時間化の推進など荷主サービ
スの向上」が実現の方策のひとつと
して位置づけられており、関係者に
よるさらなる取り組みの推進が求め
られるところである。
　会員企業におかれては、この機会
にぜひ、本モデル事業を自社コンテ

ナの輸出入に活用され、輸送リード
タイムの短縮や商品のトータルコス
トの削減などにつなげる一助として
ご検討いただければ幸いである。
　ゲートオープン時間拡大モデル事

業の詳細は国土交通省近畿地方整
備局のホームページを参照。
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/
kbutsuryu/gateopen.html

（地域連携部	大西利幸）

〈図２ ゲートオープン時間拡大モデル事業実施箇所〉

〈表 ゲートオープン時間拡大モデル事業の概要〉
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